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を測定するテストについて説明している。第 3 章から第 5 章が分析内容となっており、４つの課題に取り組
んでいる。 
課題 1：日本語学習者の日本語読解能力とワーキングメモリの相関について 
第 3 章では、日本語習熟度上位群において、L1 リーディングスパンテストと内容理解テスト、および L1




























日本語習熟が進んだ段階では、L2 リーディングスパンテストによっても L1 リーディングスパンテストと同
様の潜在的なワーキングメモリが測定されるため L2 ワーキングメモリを想定する意味がないこと、日本語習
熟が未熟な間はL2リーディングスパンテストによって言語分析的な処理に関わるワーキングメモリが測定さ
れるため、これが L2 ワーキングメモリの特性となることを結論とする。 
 
 





















 令和 2 年 1 月 27日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論 
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審査の結果、審査委員全員一致で合
格と判定された。 
 
 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（日本語教育学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
 
